
1952年明神礁噴火の活動経過

諏訪 彰f竹山一郎長

1952年9月17日7時すき二伊豆諸島のベヨネーズ礁附近洋上で，すさまじい海底噴火が偶然航

行中の漁船第11明神丸によって発見された。笠18日海上保安庁巡視船「しきか」の測定によれば，

その位置はベヨネーズ礁の東北東約5浬，ほほ、 31056.7'N， 140000~ 5' Eで， 1946年の噴火地点

と大体一致していた(第 1図参照〉。との噴火で新生した火山島は前記漁船ー名にちなんで明紳礁と

名づけられたが，との新島は発見されてから僅か一週間後の同月 23日にはその姿を海中に淡して

しまった。もっとも，との海底噴火はその後もな沿当分くすぶり続け同年10，.，11月にも，同所

附;iJi乞通過する沖、舵，飛行機等によりて断続的な爆発活動と，それに伴う火山島の出後が認められ

ている D

今回の海底噴火の活動経過とその観測状況については既比「測候時甘が1)j， r気象くのj，r天文と気

象(3)j等にや L詳しく報告しであ φ ので，本文では簡単に表示するとと Lした.(第 1表参照〉。

本噴火に対し，気象台詞係では筆者の一人諏訪彰が噴火発;主の 9月17日の夕刻jに毎日新聞批特

• 7.l1J仕立の日航機「すい星号」で，本台合長和主主清夫博士が笠18，日朝読売新聞枇特別仕立の日航機

「きん星号」で，それぞれ初期の活動状況を観察したのをはじめとして，同月 21日夕亥ljには気象

観測!肱竹生丸に気象長三浦三郎氏〉が現地観測を行った口その後，気象観測船生省丸(気象長尾形

哲氏〉が10月6日に28056'N，1340281Eの洋上で 同じく志賀丸(気象長星為戴氏〕が同月 9日

に31001'N，135033'Eの洋上で，それぞれ明神礁の軽石が漂流しているのを認めて採集した。とれ

らの経石は，諏訪自身が偏光顕微鏡など巴より岩石学的に調査し，また，気象研究所地球化学研究

室長三宅泰雄博士が化学分析を実施中である。な~，筆者等は本噴火活動期間中に長ける j\丈島，

鳥島両測候所地震計D記象紙の送付をうけ，調査じたが，本火山活動に関係ありと推定される地動

は全く認め'られなかった。しかし との噴火の爆発活動と関係ありと推定される津波が八丈島測候

所(所長大導寺重雄氏〉で観測実施中の向島八重桜港の波浪計に数回記録され，本台観測部長川畑

幸夫，海洋課長中野猿人両博士によって詳細に調査され，水路部観1f!1j船策5海洋丸遭難の原因判定

しにも大いに役立った。との両博士の調査報告は，海洋課員諸氏によって行われた明神礁噴火たらび

に第5海洋1L蓮難にaついての他の多くの海洋学的調査の結果とともに，欧文海洋報告に掲載される

はずである。

暑中央気象台地震課火山係
(1)，諏訪 彰 r明神礁の噴火」測候時報 19 巻 21 号 496~500 頁

(2) 諏訪 彰 r明神礁の噴火」気象 1 巻 10 号 1~7 頁

(3) 諏訪 彰:.r明神礁」天文と気象 19 巻 1 号 21~23 頁

~ 67 ~ 



験震時報

140. 

140. 

L一一一一一一-，.--ーよ斗ム--'-'-'~'~~~: しー'--' 目 。 ? 一一--'
2Di<:11 10 0 0 一一10附

~ A-.一一一二三アでごア~て:て一一 、;、 ほ
¥ 一一一-ι-B E22恥

高さ 1:;1:距離の2倍

、
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(Numerals attached to the counter-.lines show meters 

under sea-level.ム MyojinReef，1:"， Bayonn:aise Reef.) 

、

ti. 'Jß，参考のため，ペヨネーズ，明神両f~附近に公ける也去の火山活動の記録を第 2 表に・示す。

本表は主として第5海洋丸で・殉職された故三田亮一氏の調査iされたものである (1)。
， (1953; 1， 26) 

(1) 三田亮一:fベヨネーズ列岩附近の海底火山活動(新島出現〉についてj71<.路要報12号 57--62頁
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i952年明神礁噴火の活動経温一一諏訪，竹山

第 1 表 }952年明神礁噴火の活動紅、過'
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荒!.1.明神芦L(漁桔〕17日朝 7時Abぎ噴火発見，噴煙の高さ約 500m，附近海面は石

英宏山岩質軽石および徴摺噴出物のため黄瞥主与を塁す.
O 

18時39分|新火山島確認，長径約120凧短径約80:m，高さ約30m.1 気象台諏訪(毎日新聞'

57分 12 個の火口 yま毎分数回小噴火，噴埠y"t 200~300mの高さ仕すい星号室中観察〉
にこ直上，や L風になび主，高さかj1000mて7で;;JEめら惑しる.
赤熱熔岩片高さ数-[:rp.iて噴出.別に，新火山島南1H1]中腹
から赤熱'跨岩を多量に流出，推定温度1000

0C以上 .1 常 5松主1Lc!魚時〕

J.8日 8時とろ|大火口'2個，小火口数個p 毎分数回小噴火，噴煙の高さ| 気象台和達(読売新聞

ι3000~40GOm，新島の大主さは前夜とほど同じ 社主ん早号室中観察〉

2，0蒋ころ|毎分M 回p あるL、('j:2~3 分毎に小噴火，閥l浦日 i 保妨しまね〈巡視船
よりや λ烈しい.新島の乏径灼 150m，短径灼100m，高

、さ約E;Om，位置は 3)056.7'N，140000.5'E. 

21.日-:!7時 ζろ 13":""5分毎に噴火，新火山島は鼠;めら料ず， }，7時 34分に| 気象台j;i'生丸(観測荷台〉

大噴火，噴慣の高さ約 5000m.

22日朝 1 9時ころ大噴火.

12時退ぎ Ii新島は数個の小岩礁.いずれも径，高さ，各数il1.

午後
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24日朝1
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(15時ころ， 23時 45分に大噴火.

8 時 ~4 分， 13時 12分， 13時 40分， 19時ころーく最大?)

に大噴火.無数の巨大軽石落下漂流.

四時過ぎの再度の大噴火(持に後者は噴煙の高さ 6000~

7000m)で， 噴火前 300~350m の間隔でならんでいた

2個の小岩礁〔高さ各数 m)が消失L.，新島は全く海面

下に段ず.噴火位置は 31056'N，139
0
58' E. 

5時過ぎ噴火

13時 30分ぐ不確実λ 1.8時 30分に大噴火.

12時 35分大噴火.

同上

第四海形丸(泊、~佐〉

第 3日詳丸 (i魚、陀〕
保安庁むろと(巡視舵)

21時 50分小噴火.噴j見tの高さ約 30m. 第 5松主勢L-(漁船〉

7日IE午ころ|島の高さ約30m余，噴煙多量

12日 I 2島が南北に並ぶ.

17~18 日

24日朝

噴火.噴;峰の高さ 500~600m.

島の高さ約 100m，径約 300m;点:焼噴出.
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ο午I記)(i) 9月18日新火山島は本噴火を最初に発見した漁舶の名にちなみ明神礁と命名された.
(ii)八丈島測候所む波浪汁ぐ噴火地点のほ.'，:'北J.30km)に噴火に伴う津波が弐の時間に記求

された 9月 1，6日12時 20分からがJ30分間 9月 24日12時 53分から 1時間余 9月

26日13時03分から 1時間 30分くらい.
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第 2表 過去におけるベヨネーズ礁附近の火山活動記録

(主として水路部第 5海洋丸調査町故三国亮一一氏による〉
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Sequence of Events in the Submarine Eruption 

of the Myojin Reef i.n 1952. 

A. SUWA and 1. T AKEYAMA 

(Seismological S{!，ction， C..M. 0.) 

An undersea volcq.nic eruption was discovered by the No. 11 Myojin-maru. fishingboat， 

at the point of 31056.7' N. 140000.5'E. about 5 miles ENE of the Bayonnaise Reefs， On 

the ¥morning of Sept. 57;. 1952. (see Fig. 1). The ne¥y volcanic islet was named as the 

Myojin Reef after the fishing boat. Siight explosions took p~ace incessantly and moIten lava 

welled out on the day of the discovery of the eruption， but day after day. explosions became 

intermittent and s:) violent， that -the new islet was flown away and disappeared under the 

sea' on Sept. 23. The activities of the submarine volcano were also observed at times in 

Oct. andNov. (see Table 1). 

〆.Bythe way. the submarine volcano had been in activity at least 5 times during the 56 

years since the first recorded eruption in 1896 to the presentetuption. (see Table 2). 
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